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　要　　約

　高知医科大学は，総合的な医療情報システム(Integrated Medical Information

System ofＫｏｃｈｉ）を構築し，稼動後４年余りが経過した。

　看護部もこのシステムの中の関係ある，サブシステムを活用し，日常業務を行っ

てきた。

　今回，私達が使用しているシステムを簡単に紹介し，その中で生じてきた問題に

ついて少しふれたい。そして，現在開発中のシステムについて説明し，今後看護業

務を電算化する方向性を述べる。

　１　はじめに

　今日，医療，看護の中にコンピューターをとりいれ，利用することが多くなった。

　高知医科大学でも，56年10月附属病院開院とともに，総合的な医療情報システム

　(Integrated Medical Information System of Kochi, 以下IMISと略す）を構築し，

稼動させている。

　看護部もIMISの中のいくつかのシステムを利用し，日常業務を行ってきた。

　今回，私達が活用している，看護に関係したシステムの概略を紹介し，看護業務

電算化の発展方向について述べたい。

　2　1MISにおける看護関係システム

　看護に関係したシステムの詳細は,坂東1）が報告しているので,参考にして欲しい。

　看護関係システムを大別すると，患者に関りをもつ外来病棟看護婦業務，材料部

業務と看護管理業務がある。

　外来病棟看護婦業務の中は，オーダーと参照業務および患者管理の業務に分かれ

る。

　オーダー業務には，薬品請求，医療器材請求や給食，検査オーダーなどの項目が

ある。
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　参照業務は，入退院患者一覧，食事の問い合せ，オーダー参照などの項目を含む。

たとえばオーダー参照は，処方や検査などの指示を，医師が入力しているかの確認

や，前回の指示内容が患者を選択することにより画面に表示され，見ることができ

る。

　患者管理の業務は，病室管理と患者動態報告を含んでいる。

　材料部業務は，材料部内で行う集計や物品管理の一部を電算化している。

　看護管理業務は，婦長の事務的業務であった勤務表の作成や，入院患者の動態報

告を電算化した。これにより，婦長の事務的業務を省力化し，看護活動の充実と，

患者サービスの向上を目指して開発したシステムである。

　以上のシステムは，看護業務の中でも比較的電算化が可能な，事務的業務が主と

なっている。その結果，集計したり，月報，年報などの帳票類を作成するなどの事

務の省力化にはなっている。その反面，システムに慣れないと入力に時間がかかる，

入力時間が重なるとシステムの稼動が悪いなどの他に，開発したシステムが使用者

の要求を，充分に満足させていないものもある。

　材料部業務を例にとれば，器材の貸出しの管理はできても，返納された器材数の

参照はできず，また出力される帳票類の形式も，必要項目が反映されていないなど，

システムを組む段階で，必要情報の分析が不充分なものがみられる。また，材料部

内の在庫管理に関するシステムは組まれていないなど，未開発の部分もあり，看護

に関係するシステムの再評価と，そのfeed backが必要な時期となった。

　３　将来の発展性

　私達は今，11月稼動予定のシステムを開発中である。

　このシステムの中で看護婦は，医師が入力した診断，治療計画をもとに，処置検

査計画を立案し，実施時に活用しようとするものである。計画実施後は，実施した

ことを登録入力し，そのデーターを実施歴へ反映させ，看護記録の一部を電算化す

る予定である。

　看護記録の電算化は，そのデーターを教育研究，臨床に活用できる部分も多い。

しかし，私達は，記録の全てを電算化する予定はしていない。経時記録は，記号化

が困難な表現も多くあり，電算導入をむつかしくしている一因でもある。
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　この他にも，ヶア計画は，

野と考えている。

その現場の実情に応じ電算化すれば，利用が可能な分

　これからの看護業務の電算化は，質の高い看護を提供する手段として，考えなけ

ればならない。そのためには，現在実施している業務の見直しと，その詳細な分析

により，電算化の可能な分野の開拓がのぞまれる。

　４　おわりに

　私達の業務に電算機が導入され，活用することは，今後ますます盛んになるだろ

う。

　しかし，看護に機械が介入することで，人間対人間の結びつきが粗雑となるので

はなく，より緊密さを増すことが大切である。それはよい医療，看護へと発展して

いく基盤ともなる。そのことが電算をとり入れるメリットであり，今後の発展して

いく方向性でもあると思われる。
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